
北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

寺

山

朝

一
、

序

言

明
治
二
年
開
拓
使
設
置
以
前
、
北
海
道
は
天
産
的
な
る
漁
獣
の
原
始
狩
薇
生
活
を
螢
め
る
夷
人
の
荒
荘
た
る
猿
場
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
而
る
に
明
治
維
新
北
門
警
備
北
方
開
獲
の
基
礎
の
確
立
よ
り
蝕
に
六
十
有
飴
年
國
幣
を
投
ず
る
事
十
二
億
歎
千
萬
園
地
方

費
亦
歎
億
圓
富
源

の
開
獲
に
農
土
の
改
良
に
産
業
の
振
興
に
鐵
道
の
敷
設
に
道
路
の
開
盤
に
港
灘
の
修
築
に
朝
野
協
力

哺
致
北
海

道
開
拓
獲
展
に
精
進
し
た
。

斯
く
て
大
正
十
五
年
第

一
期
拓
殖
計
書
も
多
大
の
進
展
せ
る
業
績
を
残
し
て
完
成
し
維
濟
的
に
杜
會
的
に
國
策
的
便
値
と
し
て

愈
々
其
の
重
要
性
を
現
は
し
つ
、
第
二
期
拓
殖
計
書
に
移
り
今
や
着
々
と
し
て
其
の
獲
展
の
途
上
に
あ
る
。
蝕
に
於
い
て
吾
が
北

海
道
も
其
の
経
濟
的
襲
展
は
内
地
諸
府
縣
以
上
と
な
リ

エ
フ
・
ウ
ン
デ
ル
リ
ツ
シ
ユ
の
所
謂
肚
會
政
策
の
職
分
た
る
諸
種
の
生
産

力
の
増
進
は
釜
々
獲
揮
せ
ら
れ
て
來
た
、
而
る
に
更
に

一
つ
の
肚
會
政
策
の
職
分
即
ち
吾
々
の
勢
働
が
最
も
注
意
し
て
維
持
さ
れ

嚢
展
さ
れ
向
上
さ
れ
得
る
か
に
努
力
す
る
事
が
果
し
て
同

一
歩
調
を
以
つ
て
進
展
し
つ
玉
來
た
で
あ
ら
う
か
。
顧
ふ
に
吾
等
は
こ

北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

=
一コ



北
海
溢
圭

部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
三
二

の
急
速
度
の
畿
展
の
裏
面
に
今
爾
虐
げ
ら
れ
つ
エ
あ
る
幾
多
の
階
級
を
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
薪
開
地
の
丈
化
嚢
展
過
程
に
於

い
て
所
謂
物
質
萬
能
主
義
に
陥
る
は
古
來
の
歴
史
に
徴
す
る
も
必
然
的
に
當
然
な
れ
ど
も
今
や
吾
等
は
畳
醒
す
る
の
秋
で
あ
る
、

即
ち
経
濟
的
拓
殖
進
展
に
審
痒
す
る
と
共
に
虐
げ
ら
れ
た
る
杜
會
的
弱
者
階
級
を
保
護
し
明
る
き
肚
會

の
獲
展
を
高
唱
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

見
よ
1
大
地
主
制
度
下
の
餓
に
泣
く
小
作
人
問
題
、
土
工
部
屋
制
度
下
に
酷
使
さ
る
玉
土
工
問
題
、
北
洋
漁
場
の
過
跨
に
喘
ぐ

漁
夫
問
題
等
々
北
海
道
の
癌
た
る
幾
多
の
杜
會
的
欠
陥
が
存
在
す
る
で
は
な
い
か
。
こ
の
欠
隔
を
深
く
探
究
し
之
が
改
善
を
計
り

一
般
に
道
徳
的
杜
會
的
自
畳
を
生
み
以
つ
て
斯
る
杜
會
政
策
上
の
百
弊
を

一
掃
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
斯
く
し
て
こ
そ
北
海
道
開
拓

の
眞
面
目
が
獲
揮
さ
れ
明
る
き
健
全
な
る
北
海
道
が
建
設
さ
れ
る
で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
れ
ば
蝕
に
筆
者
は
再
び
現
北
海
道
の
最

も
忌
ま
わ
し
き
固
疾
た
る
土
工
部
屋
に
つ
い
て
改
善
諸
方
策
を
考
察
し
度

い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

二
、
肚
會
的
害
悪
と
北
海
道
土
工
部
屋
乏
し
て
の
特
殊
原
因

抑

々
北
海
道
土

工
部
屋
即
ち
監
獄
部
屋

と
は
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
か

(
こ
れ
に

つ
い
て
は
筆
者
本
誌

五
巻

下
冊
に
概
略
を
述

べ
た
が
)

そ
れ
は
悪
徒

と
暴
漢

と
儒
夫

と
ア
パ
ツ

シ

ユ
と

カ
ポ
ネ

の
幡
窟

で
あ
り
梶
棒

に
暴
行

に
脅
迫

に
傷

害

に
賭
博

の
混
生
場

で
あ
る
。
嘗

て
は
柳
鞭

を
以
て
騙
使

さ
る

玉
中
或
者

は
土
砂

に
生

埋
め
と
な
り
哀

れ
無
縁

の
孤
墳
は
雨
露

に
晒
さ
れ

て
数
年
後
呪

咀

の
骨
骸
と
な
り

黙

々
露
出

さ
れ

た
事
す

ら
あ

る
。
將

に
現
肚
會

よ
り
遠

く
隔
離

し
た
呪
は
し
き
職
櫟
す

べ
き
別
肚
會

で
は
な

い

か
。
今

や
取
締

り
警
官

の
献
身

的
努

力
に
依
り
斯

る
悪
業

非
道

は
漸

く
改
善

せ
ら
れ

つ

、
あ
り

と
難

も
外
部

に
表
れ
た
左

の
犯
罪

表

の
み
に

つ
い
て
見

て
も
未

だ
其

の
跡
を
絶
た
ざ

る
事

を
知

り
得

や
う
。
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併

し
此

の
土

工
部
屋
内

に
於
け

る
罪
悪

非
業

は
兎

も
角
と
し

て
此

の
存
在

よ
り
嚢
生

し
北
海
道
全
艦

に
及

ぼ
す
肚
會
的
悪
影
響

は
如
何

で
あ
ら
う

か
、
暴

行
傷
害
詐
欺
窃
盗
賭
博
脅
迫
横
領
等

々
藪

ふ
る
に
蓬
な

い
で
あ

ら
う
、
而

ら
ば
如
何

に
し

て
斯

る
犯
罪

が
行
は
れ
る

か
。

十

一
月
十
二
月
北
海
道

の
天
地

は
積

雪
と
酷
塞

に
陰
滲

な
冬
寵
り
が
初
ま

る
と
同
時

に
土
工
部
屋

は
共

仕
事

を
切
り
あ
げ
る
滲

虐
非
道
な
酷
使

の
爲

に
又
過
勢

と
鞭
傷

に
精
力

の
凡
て
を
消
耗

さ
れ
た
彼
等

土
工
は
慶
淺

の
肉
艦
を
支

へ
喘
ぎ

つ
製
塞
氣

と
飢
餓

と

に
職

ひ
な

が
ら
食
を
求
め

て
北
海

無
宿

の
族
を
初

め
る
の
で
あ
る
。
人

里
遠
く
離
れ
た
僻
偏

の
地
よ
り
都
會

へ
々
々

々
と

ル

ン

ペ
ソ
の
骸
は
流
れ
出

る
、
彼
等

は
各
戸

に
其

の
餓
を
請

ぴ
温
を
求
め
・や
が

て
飢

餓

に
打

勝

つ
事

が
出

來
す

脅
迫

へ
と
進

み

つ
い
に

は
掻
佛

ひ
も
詐
欺

も
窃

盗
も
敢

て
な
す

に
至

る

の
で
あ

る
。
彼
等
は
斯
く

し
て
春
温
か
く
仕
事

に
あ
り

つ
く
時
機
ま

で
流
浪
し
そ

し

て
叉
血
も
涙
も
な
き
非
人
道

的
な
巣
窟

へ
と
移
り
行
く

の
で
あ
る
。
斯

く

の
如
く
放
浪

の
蕨
を
重
ね
行

く
彼
等

が
自
然
、
彼
等

特

有

の
残
忍
暴
逆

な
性

に
荒

み
行

く
事

は
飴
り

に
當
然

な
軌
道

で
は
な

か
ら
う
か
、
そ
し

て
彼
等

は
途

に
肚
會

の
安
寧
を
害

し
秩

北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
三
三



北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

噌
三
四

序
を
脅

か
す
徒
輩

と
な
り
杜
會

の
治
安
を
如
何

に
害
す

る
に
至

る
か
、
そ
れ
は
世

の
悲
惨

な
犯
罪
事
件

の
大
牛
は
斯

る
悲
痛
な
土

工
生
活

の
経

験
を
踏

ん
だ
者

の
所
爲

で
あ

る
と
言

ふ
事
實

を
以
て
知
り

得
る
で
は
な

い
か
。

'

監
獄
部
屋
ー

此
の
非
人
道
的
超
就
會
的
現
實
が
近
代
文
化
に
於
て
決
し
て
内
地
の
諸
府
縣
に
劣
ら
ぬ
北
海
道
に
今
尚
依
然
と

し

て
存
在
す

る
事
は
砒
會
的
重
大
な
る
欠
陥

た
る

の
み
な

ら
す
北
海
道

と
し

て
も

一
痛
恨
事

で
は
な

か
ら
う
か
、
而

る

に

一
般

人

士
は
何

等
此

の
存
在

の
實
相
を
究

め
・ず
し

て
其
表
面
的
な
襯
察

よ
り
只
特

殊

の
窺
知

し
得

ざ
る
別
肚
會

と
傍
観
し

て
ゐ
る
、
さ
れ

ど
深
く
此

の
事
態

を
槍
討

す
る
時
斯

る
結
果

を

生
す

る
は
現
在

の
土
工
部
屋
組
織

と
し

て
飴
り

に
當
然

な
維
路
で
あ
る
事

が
察

せ

ら
れ

る
、
故

に
此

の
當
然
斯
く
あ
ら
し
め
る
根
本
的

な
原
因
を
考
察

せ
ね
ば
な

ら
な

い
。

扱
て
此

の
土

工
部
屋

そ

の
も
の

」
直
接
改
善
策

よ
り
も
先
づ
北
海
道

土

工
部
屋

が
内

地
の
土

工
部
屋

と
異
な

る
と
言

ふ
特
殊
原

因
を
窺

つ
て
見
様

う
、
即
ち
内

地

の
土

工
部
屋
は
飴
り
問
題
と
さ
れ

る
事
な

く
北
海
道
樺
太

に
於

い
て
の
み
何
故

に
呪
は
し
き
肚

會
問
題

と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た

か
。
共

の

一
般
的
原
因

に
つ

い
て
石
田
廣
氏

の
研
究

の
結

果

に
基

け
ば
次

の
五
原
因

が
揚

げ

ら
れ
る
ー

一
、
氣

候
風
土

の
酷
烈
。

二
、
開

拓
勢
働

の
困
苦
。

三
、
勢
働
施
設

の
不
備
。
四
、
勢
働
者

の
不
足
。
五
、
其
素
質

の
悪

か
つ
た
事
。
併

し
斯

の
原
因

は
文

化
盆

々
獲
展

し

つ
、
あ
る
現
在
土

工
部
屋

に
於

い
て
も
或
は
意
義
を
失
ひ

つ

玉
あ
る
も

の

も
あ
る
故

に
蝕

に
筆
者

の
若

干

の
考
察
を
加

ふ
る

に
、

一
、
氣

候
風
土

の
酷
烈

'

此

の
自
然
的
原
因

は
必
然

的

の
も

の
で
あ

つ
て
其
生

理
的

心
理
的
影
響
は
否
む
事
は
出
來

な

い
、

特

殊
氣
候

の
爲

め

に
勢
働
者
は
其

の
勢

働

の
機
會

を
失

ひ
ル
ソ
ペ

ン
の
生
活

に
投
ぜ

ね
ば
な
ら
ぬ
事
も
あ

ら
う
、
叉
進

捗

工
事
も

冬
期
未
完
成

工
事

が
崩
壌
す

る
爲
め

に
経
螢
者
は
該

工
事
を
急
ぐ

が
故

に
自
然

張
制
勢

働

と
な
り
過
勢

は
冤
れ
難

い
、
併

し
此

の

原
因

の
み
を
以

つ
て
酷
使
虐
待

の
因

と
な
す
事
は
出
來
な

い
で
あ
ら

う
只
他

の
諸
原
因

と
因
果
し

て
表
れ
る

に
過
ぎ
な

い
。



二
、
開
拓
勢
働
の
困
苦

未
だ
道
路
開
馨
さ
れ
す
人
煙
稀
薄

の
山
林
原
野
に
あ
り
て
勢
働
に
從
事
す
る
事
は
凡
そ
内
地
の
土

木
事
業
と
其
の
趣
を
異
に
し
凡
て
の
植
民
地
開
拓
に
於
け
る
勢
苦
困
難
と
共
通
せ
る
も
の
で
あ
る
が
併
し
現
今
の
如
く
文
化
獲
達

し
交
通
も
亦
古
の
悌
な
き
に
至
れ
る
現
今
に
於
て
は

一
般
に
漸
次
此
の
原
因
も
薄
ら
ぎ
特
別
な
勢
苦
も
亦
認
め
得
ら
れ
な
い
で
は

な
か
ら
う
か
。

三
、
勢
働
者
の
不
足

罷
熊
と
蝦
夷
の
棲
む
北
海
の
涯
蝕
に
勢
働
者
を
募
集
し
て
開
拓
に
從
事
せ
し
め
ん
と
す
る
事
は
其
の

榮
働
者
募
集
に
際
し
て
多
大
な
困
難
を
感
じ
た
事
は
察
す
る
に
難
く
な
い
、
併
し
現
今
の
如
く
諸
種
の
文
化
嚢
展
し
交
通
も
亦
古

の
感
な
き
に
至
つ
た
今
日
尚
且
つ
左
の
如
く
道
内
に
於
て
も
失
業
者
は
釜
々
増
加
し
て
ゐ
る
。

月

別

六 五 四 三 ニー昭十 十 十九昭

和_和

五.四

月 月 月 月 月 月年 月 月 月 月年

H
傭
勢
働
者

二
、
五
四
七

一昌
、○
○
山ハ

四
、三

四

山
ハ
、
一
一昌
山ハ

六
、七
三

五
、乱
七
〇

孟
、三
六
輔昌

四
、六
七
四

三
、璽

一九

二
、颪
八
一

其

ノ

他

ノ

勢

働

者
二
、三
九
四

二
、五
七
碇

三
、
三
一
四

三
、八
ご

四
、
一一聾

三
、九
五
二

三
、七
八
六

三
、
二
ご
昌

二
、
五
五
八

二
、
一言
二

計

北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

円
九
璽

孟
、五
八
一

七
、聾

冗

九
、九
四
七

言

、九
七
八

九
、五
一三

九
、
西

九

七
、八
八
七

六
、〇
八
七

四
、八
三

即
ち
失
業
者
の
最
も
少
い
昭
和
六
年
八
月
で
さ
へ
日
傭
勢

働
者
六
千
百
六
十
名
其
の
他
の
馨
働
考
五
千
六
百
七
十
七
名

計

一
萬

噸
千
八
百
三
十
七
名
の
多
数
を
算
し
て
ゐ
る
。
勿
論

失
業
者
も
或
る
地
方
よ
り
他
の
地
方
に
勢
働
移
動
を
行
ひ
飯

場
に
牧
容
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
當
然
で
あ
る
が
併
し
飯
場
に

牧
容
す
る
と
も
艸労
働
者
の
不
足
に
依
り
て
過
酷
な
る
榮
働
を

張
ひ
る
と
か
叉
は
募
集
に
多
額
の
費
用
を
要
し
て
之
を
拘
束

す
る
が
如
き
事
は
有
り
得
な
い
で
は
な
か
ら
う
か
、
現
今
の

如
き
失
業
奔
濤
時
代
こ
そ
反
つ
て
酷
使
虐
待
が
行
は
る
」
に

非
す
や
と
懸
念
さ
れ
る
。

一
三
五



北
海
道
土
工
部
屋
改
善
閲
題

に
つ
い
て

++九 八 七 六 五 四 三 二=昭+++九 八 七

和_

六 一L

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月年 月 月 月 月 月 月

二
、六
六
六

二
、九
八
八

三
、二
四
八

三
、五
三
九

四
、五
九
瓢

八
、九
八
九

一
〇
、七
セ
五

一
〇
、九
四
九

一
〇
、八
九
六

一
〇
、〇
八
四

八
㌔一三
八

七
、二
一
三

七
、
二
八
四

六
.
一
六
〇

六
、四
六
九

七
、八
九
七

一
〇
、〇
一一=

二
、七
七
昌

三
、
二
四
蕊

一晶
、O
山ハ七
}

二
、八
九
鑓

二
、八
二
茎

露
、鴬
九
四

六
、五
四
四
'

六
、九
七
七

七
、六
〇
四

六
、八
七
四

六
δ

二

誠
δ

霊

山
ハ
、
謡
一昌
凱

証
、六
七
圭

六
、
一
七
ム

七
δ
蔓

八
・六
元
一

五
¶四
三

六
、
二
三
遣

山
ハ
、
一瓢
一
蝸血

六
、四
三
二

八
、四
謹

一
四
、五
八
三

一
七
、三
一
九

一
七
、九
二
六

一
八
、近
○
〇

一
六
、九
五
八

一
四
、二
露
九

ご
一2
一叢
八

一
三
、六
一
九

一
一
、八
諾
七

三

、山ハ四
七

茜

、九
七
四

一
八
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ハ
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六

四
、
勢
働
施
設
の
不
備

未
開
地
開
拓
に
は
當
然
な
原

因
で
あ
る
、
且
つ
勢
働
管
理
の
任
に
當
る
者
は
概
し
て
過
去

内
地
に
於
て
失
敗
を
な
し
薪
興
北
海
道
に
於
て

一
獲
千
金
を

夢
見
る
徒
輩
で
あ
つ
て
勢
働
施
設
の
完
備
を
計
る
資
力
も
な

く
又
彼
等
は
眼
前
の
自
巳
の
利
の
み
に
汲
々
と
し
て
榮
働
施

設
は
無
論
の
事
正
義
人
道
の
観
念
だ
に
な
い
故
に
帥労
働
者
保

護
は
愚
か
彼
等
の
尊
き
生
命
だ
に
危
ふ
さ
れ
る
に
あ
つ
て
は

斯
る
原
因
は
論
議
の
鯨
地
を
有
せ
な
い
で
あ
ら
う
。

五
、
共
の
素
質
の
悪
か
つ
た
事

現
今
に
於
て
は
之
が

最
も
重
大
な
る
原
因
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
、
彼
等
の
大
部

分
は
斯
る
土
工
勢
働

に
未
維
験
な
素
人
で
あ
る
、
且
つ
募
集

せ
ら
れ
て
來
る
勢
働
者
の
素
質
が
再
び
杜
會
に
其
の
職
を
得

る
に
困
難
な
る
悪
徒
惰
夫
で
あ
る
、
併
し
こ
の
募
集
螢
働
者

、の
中
に
は
勿
論
善
良
な
素
質
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
が
彼
等

は
北
海
道
に
來
て
所
謂
馨

に
な
つ
た
と
言
ふ
槻
念
の
も
と
に
自
暴
自
棄
と
な
る
、
斯
く
て
彼
等
が
里

宿
舎
に
牧
容
さ
れ
る
爲

ヘ

へ

め
此

の
社
會

に

一
歩

足
を
踏

み

こ
め
ば
永
遠

に
逃
れ
出

で
ら
れ

ぬ
た

こ
に
實

に
速

か
に
同
化
さ
れ

て
し
ま

ふ
の
で
あ
る
。

以
上
五
原
因
を
要
約

し

て
現
今

に
於

て
は
只
使
用

せ
ら
る

玉
も
の
と
使
用
す
る
も

の
と
此

の
爾
者

の
改
善
自
畳

に
待

つ
外

は
な



い
で
あ
ら
う
。
筆
者

は
嘗

つ
て
土
工
部
屋
改
善

に
つ
い
て
更

に
次

の
三
欠
陥

を
指
摘

し
た
。

一
、
螢
利
募
集

に
依
る
欠
陥

二
、
土

工
夫
管

理
人

の
人
的
欠
陥

三
、
現
在

の
請
員
制
度

の
欠
陥

此

の
三
欠
陥

に
樹

し

て
は
凡

そ
土

工
部
屋
改
善

に
意
を
用

ふ
る
人

の
等
し
く
認
め

る
問
題
で
あ
る
。
以
下
こ

の
三
欠
隆

に
つ

い

て
其

の
改
善
策
を
縷
述
し
た

い
。

一『

螢
利
募
集
に
つ
い
て

土
工
が
春
雪
融
け

の
三
、

四
月

の
頃
よ
り
霜

枯
れ

の
十
月
十

一
月
頃
ま

で
約

六

ケ
月
乃
至

七
ケ
月
間
人
道

上
忍

び
難

き
監
督
制

ヘ

へ

度

の
下

に
執
拗

な
叱
咤
と
惨
虐
な
酷
使
と
を
受

け
獣

々
と
し

て
過
酷

な
勢

役
に
服

せ
し
め
ら
れ
る
其

の
第

一
歩

は
即

ち
た

こ
釣
り

八
計

に
依

る
螢
利
前

借
募
集
制
度

に
磯
す

る
の
で
あ
る
。
筆
者

は
嘗

つ
て
募
集
人

の
募
集
経
路
よ
り
之
を
八
項
目
に
分
類

し
た

の

で
あ
る
が
之
を
土

工
夫
自
身

の
募
集
形
態

よ
り
大
別
す
れ
ば
要
す

る

に
自
畳

的
な
も

の
と
欺
隔
的
な
も

の
と

の
二

つ
に
分
け
る
事

が
出

來
る
。

一
、
自
毘
的
な
も

の

"

へ

リ

ヘ

へ

こ

の
自
畳
的
な
も

の
は
即
ち
た

こ
を
業

と
し
自

己
よ
り
進

ん
で
周
旋
人

に
土

工
部
屋

入
り
を
依
頼
す
る
も

の
叉
は
割
込

に
依
り

て
入
る
も

の
等

で
あ
る
が
斯

く
し

て
入
る
愚

の
は
土
工
部
屋

の
如
何
な
る
も

の
な

る
か
を
知
悉
し
部
屋
内
に
於

い
て
は
善
良

な
素

ヘ

ヘ

ヘ

へ

質

を
有
す

る
は

い
か
ら
を
悪
化

せ
し
む

る
輩

で
あ

る
。
且

つ
彼
等
は
斯

く

の
如
く

土
工
夫

の
素

質
を
悪

化
せ
し
め

る
の
み
な
ら
す

北
海
道
土
工
都
屋
改
善
闘
題
に
つ
い
て

一
三
七
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八

常
召
的

に
此
方

彼
方

の
土

工
部
屋
を
鱒

々
し

て

一
週

間
程
も
勢

役

に
服

し
て
は
逃
走

を
企

て
前
借
金
を
作
り

て

=
騰
の
享
樂
を
購

ふ
も

の
で
あ
る
。
併

し
斯
く
あ

ら
し
む
る
は
軍
に
土
工
夫

の
罪

の
み
な
ら
す

彼
等
を

し

て
斯
く

せ
し
め

る
所
謂
も
ぐ
り
周
旋
人
で

あ

る
。
今
卑
近

な
例
を
取
り

て
如
何

に
し
て
彼
等
を
逃
走

に
導
く

か
を
見

る
に
、

あ
る
周
旋
人
は
募
集

人

と
し
て
請
員
業
者

に
渡

す
以
前

に
集

ま

つ
て
ゐ
る
土
工
に
曰
く
、

「
自
分

は

こ
の
棘
棚

に
お
前
等
が
見

る
通
り

こ
う
し
て
十
圓
札
を
學
げ

て
置
く
故

に

一
番
先
き

に
逃
走

し

て
來

た
人
間

に
之
を
與

へ
や
う
」

と
。
斯
く

の
如
き
方
法
を
以

つ
て
逃
走
を
奨

働
し

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
叉
或

る
地
方

に
募
集
人
を
移
逡
す

る
直
前

に
土

ヘ

へ

工
を
集

め

て
曰
く

「
此

の
路

は
斯

う
ゆ
う
風

に
通

じ
て
ゐ
る
故

に
逃
げ

る
時

は
此

の
道

を
選

ば
ね
ば
な
ら
な

い
、
決

し

て

へ
ま
を

や
つ
て
は

い
け

な

い
そ
、
遽
く

と
も

一
週
闇
内

に
は
蹄

つ
て
來

る

の
だ
ぞ
」
と
逃
走

の
術
策
を
與

へ
て
逡

る
の
で
あ
る
。
斯

く

し

て
彼
等

は
完

全
な
る
だ
ビ

へ
と
敏
養

さ
れ

て
行
く

の
で
あ

る
。
而

ら
ば
此

の
結
果

は
如
何

に
表

は
れ

て
來
る
か
。
請
員
業

者
は
斯

く

の
如
き
逃
走

に
依
り
て
少

な
か
ら
ざ

る
多
額

の
前

貸
金
や
族
費

が
踏

み
倒

さ
れ
て
損

害
を
蒙

る
、

そ
し

て
蒙

つ
た
損
害
は
や
が

て
残
蝕

の
土

工
の
過
酷

な

る
勢
働

に
依
り

て
之
を
顛
補

し

て
行

か
う

と
す
る

の
で
あ
る
。
共
庭

に
土

工
の
虐
待
酷
使

は
叉
當
然
な

事
實

で
は
な

い
か
。

二
、
欺

…隔
的
な
も

の

前
記
自

畳
的
な
も

の
に
反
し
欺
臓
…的

な
も

の
は
周
旋
人

の
骨
言

に
依

り
誘
拐
拉
致

さ
れ

て
來

る
も

の
で
あ
る
。
彼
等

の
中

に
は

當
然
斯

る
策
略

に
乗

ぜ
ら
れ

る
因
果

な
原
因
を
有
す
る
も

の
あ
る
は
勿
論

で
あ

る
が
叉
申

に
は
男
子

一
生

の
成
功

の
天

地
は
新

興

北
海
道
な
り
と
し

て
偏
峡

な
る
片
田
舎

よ
り
青
雲

の
志
を
抱

い
て
渡
道

の
道
す

が
ら
彼
等

の
甘
言

に
乗

ぜ
ら
れ
て
此
煉
獄

に
投

ぜ

ら
れ
た
と
言
ふ
涙
ぐ
ま

し

い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
有
す

る
も

の
す
ら
あ
る
。



斯

く

の
如

く
誘
拐
拉

致
さ
れ

る
も

の
は
其

の
勢
働

に
從
事
す

る
土
工
部
屋

に
達
す

る
以
前

に
宿
泊
料
飲
食
代

と
無
意
識

の
申

に

強
制

的
な
多
額

の
前
借
金

が
員
澹

せ
し
め
ら
れ
、
實

に
不
當

な
金
額

の
計
上

さ
れ
た
前
借
金
誰
書

に
捺

印
せ
し

め
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
斯
く

て
此

の
前
借
金

が
拘
束

の
絆
と
な

つ
て
六

ケ
月
乃

至
七

ヶ
月
間

の
監
禁
を
彊
制

せ
ら
れ
る
、
而

る
に
彼
等

が
如
何

に
刻

苦
勢
役

に
努
力
す
る

と
も
共

の
契
約
期
聞
内

に
は
到
底
前
借

金
が
皆
濟
出
來
す

そ
し

て
晩
秋
仕
事
場

の
切
上
げ

に
は

一
日
の
食
費

に
も
足
ら

ざ
る
解
雇

手
當

と
し

て
の
涙
金
を
以

つ
て
追

は
れ

ル

ン
ペ

ン
へ
と
落
ち

て
行
く

の
で
あ
る
。
斯
く

の
如
く

し
て
は
彼
等

は
前
記
前
借

金
稼

ぎ
と
言

ふ
所
謂
勢
働
を
厭

ひ
死
を
賭

し

て
逃
・走
を
企

て
瓦
も

一
瞬

の
刹
那
的
享
樂

を
味

は
ん
と
す

る
徒
輩

に
陥

る

の
は
飴
り

に
明

ら
か
な
軌
道

で
は
な
か
ら
う

か
。
而
し

て

一
度

此

の
煉
獄

に
足
を
踏

み
入
れ
し

以
上
永
久

に
脱
れ
出

つ
る
事

の

ヘ

ヘ

へ

出
來

な

い
様

に
操
綜

は
こ
の
も
ぐ
り
周
旋

人
等

に
完
全

に
握
ぎ
ら
れ

て
し
ま

ふ
。

こ
の
極
悪

非
道

な
、
土

工
問
題

に
於
け
る
犯
罪

の
凡

て
の
源

泉
を
な
す

か
の
ボ

ン
引
誘
拐
を
業

と
す

る
人
夫
曳

も
ぐ
り
周
旋
人

の
存
在

こ
そ
最

も
呪
憶
し
き
忌
ま
わ
し

い
も

の
で
は
な

い
か
。
彼
等

の
只
輩

に
甘
言

を
弄
し
て
以

つ
て
換
手
莫

大
な
金
額
を
土
工

よ
り
搾

取
し
て
ゐ
る
。

こ
れ

は
軍

に
土
工
問
題

の
み
な
ら
す

凡

て
の
弱
者
階
級

の
血

を
す

玉
り
肉

を
蝕
ば
む
杜
會

に
於
け
る
バ
チ

ル

ス
で
あ
る
事
は
諸
種

の
募
集
制
度

に
よ
く
見

得
ら
る

玉
の
で
あ

る
。
善
良

な
る
請
員

入
聞

に
於

い
て
も
斯

る
事
情

を
知
悉
し
て

ゐ
る
が

こ
れ

が
彼
等
周
旋

人
間

に
於

て
は
完
全
な
る
不
丈
律

と
な
り
確
固

た
る
傅
統
を
形
成
し

て
ゐ
る
が
故

に
若

し
斯

る
事
を
訴

へ
出

る
時

は
彼
等
講
員
人

の
將
來

の
墓

集

に
封

し
多
大

の
悪
害
を
與

へ
ら

る

製
か
ら
敢

て
見
而
不
見

の
風
を
と

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
而

る
に
現
在
斯

る
肚
會
的
悪
病
源
菌

を
騙
逐
す

る

に
輩
な

る
勢

働
者
募
集
取
締
規
則
な
る
警
察
官
権

の
姑
息
的

な
氣

休
め
的

な

一
編

の
令
則

し
か
存
し
な

い
。
斯

く

て
は
將

に
奔
濤

す
る
波

浪
を

双
手
を
以

つ
て
堰
く
が
如

き
も

の
で
は
な
か
ら
う

か
。
須
ら

ぐ
斯

る
呪
は
し
き
朦
朧
周
旋
人

の
存
在
を
嚴
禁
す

る
法
令
を
焚
す

べ
き

で
は
な

い
か
、
そ
し

て
斯

る
肚
會

の
裏
面

に
盤

蠕
せ
る
バ

北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

=
二
九



北
海
避
土
工
部
屋
改
善
問
題

に
つ
い
て

】
四

〇

チ

ル

ス
の
撲
滅

を
期
す

べ
き
で
あ

る
と
思

ふ
。

最
後

に
幸

に
道
臆

杜
會

課
獲
表

に
依

る
数
学

に
如
何

に
彼
.等
哀

れ
な

土
工
等

が
酷
使

さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
か

の
例

示
が
あ
る
か
ら

此
虚

に
附
記
す
る
。

昭
和
五
年
に
於

い
て
は
二
十
圓
乃
至
廿
五
圓
の
前
借
金
-

實
に
三
圓

や
五
圓
の
無
鍵
叉
は
不
足
飲
食
代
の
化
け
力
金
額
だ
が
ー

な
含
め

一
入

の
募
集
入
夫
の
亭
均
代
債
百
圓
也
な
雇
主
か
ら
募
集
業
者

へ
募
集
費
と
し
て
支
梯
は
れ
た
。

昭
和
五
年
雇

入
入
員

一
萬
六
千
三
百
五
十
二
名
申
に
官
廉
直
螢

工
事
飯
揚
牧
容
入
な
含
む
か
ら
之
な
少
数
の
割
込
入
夫
な
合
ぜ
て
二
干
三
百
五
十

二
人
と
し
て

一
萬
六
千
三
百
五
十

二
名
か
ら
減
じ
☆

一
萬
四
千
入
の
募
集
費
ぼ
総
額
百
四
十
萬
園
に
上
ろ

(中
略
)
術
同
年
に
は
百
人
は
死
亡
し
二

千
百
五
入
錘

亡
し
ま

七
名
無

罰
霧

莫

故
に
あ

二
千
二
冥

+
二
入

(
以
下
道
騒
登
表
に
計
算
の
談
噸
か
統
計
の
誤
り
か

此
の
鍛
字
は
異
る
溺
統
計
な
正
と
し
て
計
算
し
衰
)
隻

警

れ
表
募
集
費
は
獲

つ
た

一
萬

一
干
七
百
十
入
入
に
遙
重
な
結
果
す

ろ
。
換
言
す
れ
ば

一
萬

國
干
七
百
十
八
入
で
百
四
十
萬
圓
な
除
し
力
百
十
九
圓
四

ヘ

へ

十
七
鍵
が

一
入
當
り
と
な
ろ
。
雇
傭
期
間
な
亭
均
六

ケ
月
と
す
れ
ば
百
十
九
圓
四
十
七
鐙
は
六
こ

一
入
當
り

一
日
六
十
六
鍵
四
厘
と
な
ろ
。
斯
う
し

五
高
儂
な
入
夫
に
未
だ
此
の
外
に
金
が
要
る
。
土
工
部
屋

一
つ
に
付
不
疲
番

一
名
、

一
部
屋
奉
均
六
十
人
た
攻
容
す
る
か
ら
或

叫
定
時

に
牧
容
申
の

ヘ

へ
表
こ
六
千
入
と
し
て
百
名
な
要
し
棒
頭
幹
部
毎
穴
こ
十
入
に
付
き

一
入
の
劉
と
し
て
六
百
入

(
中
略
)
彼
等
に
要
す
る
費
用

一
日
賃
銀

一
圓
五
十
鎧

ヘ

へ

と
し
て
不
疲
番
百
名
な
幹
部
六
百
名
、
合

ぜ
て
七
百
入
分

一
日
に
付
き
干
五
十
圓
の
経
費
と
な

る
。
こ
の
経
費
は
表
・
二

入
に
つ
き

一
日
八
銭
九
厘

(
此
の
数
字
も
異
な
ろ
)
で
あ
ろ
。

散

に
前
述
の
寡
集
費

一
日

一
入
當
り
六
十
六
鑓
四
厘
に
加

へ
て
七
十
五
鈍
三
厘
が
雇
主
が
穴
こ
な
雇
傭
す

う
に
因
り
蝕
分
の
支
出
な

ぜ
れ
ば
な
ら

ぬ
」
と
。

へ

も

斯
の
事
實
を
以
つ
て
し
て
は
果
し
て
講
員
人
雇
主
が
斯
る
高
額
な
費
用
を
支
彿
つ
て
術
た
こ
に
正
當
な
賃
銀
を
支
彿
ひ
得
や
う

か
。
鼓
に
過
酷
な
張
制
勢
働
が
來
る
事
は
飴
り
に
當
然
な
る
事
實
で
は
な
か
ら
う
か
。
術
参
考
と
し
て
大
正
三
年
土
工
部
屋
取
締

令
公
布
以
來
の
此
の
關
係
を
表
は
す
雇
入
逃
走
死
亡
受
刑
人
員
の
累
年
比
較
表
を
掲
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。



四
、
土
工
夫
及
幹
部

に

つ

い
て

北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

四

同 同 同 昭 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 大
和 正

・五 四 三 ご 十 十 十 十 十 十 九 入 七 六 五 四 三

五 四 三 二ニ ー
年 年.年 卑 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

一
七
.
一
八
塑

」
六
、八
〇
八

西

、莞
盆

一
三
、盤
四
弧

一
七
、八
八
八

一一凶
、鋭
九
九

二
〇
、四
〇
九

一
九
、婁

茜

霊

、五
蓋

三
〇
、七
ご
六

一西

、○
誠
四

一一鼠
、二
八
〇

ご
四
、四
九
八

一一三
、〇
七
八

二
囲
、八
話
四

二
鉱
、圏
七
ご

一
六
、嵩
五
二

一 竪二 一 一 一 一 一 一 ご 瓢 四 一 一
〇 慧 六 三 話=八 二 〇 九 一 一 八 八 八 九 六
〇 九 逓 涯 ○ 〇 七 七 四 〇 〇 竃 四 三 七 ⊂)○

[

四
、四
主

囲
、八
一
七

五
δ

一
〇

酉
、
一
ム

山ハ
、雛
二
八

六
、八
嵐
蕊

四
、七
出
囚

冠
、五
八
ご

四
、七
四
ゴ

五
δ
廻

四
、四
八
五

圏
、五
天

四
δ
六
七

四
δ
九
四

四
、○
冠
七

蕊
、ヨ
圏
㎎

二
、
一
〇
誠

年

次

雇

入

入

員

死

亡

走

毒廻麩 父左窒蛋 躍貌 癸毫器 芝

受

九
、誠
八
〇

一
〇
、九
〇
七

九
、七
四
二

七
、七
七
圏

一
〇
、八
八
囚

一
山バ
ー八
六
一

一
七
、三
一一〇

一
山ハ
、
山ハ
轟
ハ
一

一
八
、箪
六
七

二
五
、八
〇
六

二
〇
、五
七
△

一
八
、
宅

八

二
〇
、二
六
三

一
八
、九
七
八

鵠
○
、九
圏
四

一ご

、三
四
二

一
四
、八
四
鋸

刑

解

雇

備

考



北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
四
二

或

る
特
殊

な
る
証
會

圏
内

に
は
其

の
特
殊

な
る
還
境

に
依
り

て
特
別

な
る
心
理
蚊

に
性
格
を
形
成
す

る
事
は
心
理
學

の
部
門
が

普
通

心
理
學

か
ら
種

々
な

る
分
科

に
分

れ
行
く
事
を
以

つ
て
も
明

か
で
あ
る
。
今
鼓

に
土

工
の
實
際

の
生
活
歌
態
拉

に
諸

種

の
環

境
事
實

か
ら
彼
等

の
心
理
生
活

に
如
何

な
る
欠
陥
ザを
有
す
る
か

に
つ
い
て
研
究

し

て
見

る

に
彼
等

に
は
次

の
如

き
四

つ

の
特
種
性

格

を
認

む
る
事

が
出
來
る
。

一
、
野
螢
惨
虐
性
。
二
、
生

に
野
す

る
特
殊
宿
命
観
。

三
、

反
逆
性
。
四
、
刹
那
的
享

樂
性
。
即

ち

こ
れ

で
あ
る
。

}
、
野
蟹
惨
虐
性

彼
等
は
土
工
部
屋
牧
容
申
は
全
然

外
部

と
、の
接

渉
を
断

た
れ
明
け
暮
れ
棒
頭

の
攣
聲

と
柳
鞭

に
騙
使

さ

れ
人

里
遠
く
離
れ
た
山
峡

原
野

に
束
縛

さ
れ

て
ゐ

る
、
彼
等
は
現
代

に
佳

み

つ
」
現
代
丈
化

の
片
影

だ

に
見
得
す
徒

に
原
始
野
攣

朦
昧

の
勢
働
制
下

に
苦
難

の
月
日
を
逡

つ
て
ゐ
る
、
且

つ
又
土

工
部
屋
内
部

の
仲
聞

は
悉
く
無
頼

の
徒
輩

で
あ
り
叉
凡

て
の
犯
罪

も
蝕

に
作

ら
れ

て
ゐ
る
事
は
前
述

の
通
り

で
あ
る
。
斯

る
環
境

の
下

に
あ
り

て
彼
等

の
性

が
原
始
野
攣

な
惨

虐
性

に
隔

る
事

は
蝕

り

に
當
然
な
事

で
あ
る
、
彼
等

は
自

己

の
伸
闇
が
如
何

に
職
標
す

べ
き
虐
待
を
加

へ
ら
れ

や
う
と
も
之

に
封
し

て
憐
欄

の
情

な

ど

皆
無

で
あ
る
等

は
如
實

に
此

の
性
を
表
は
し

て
ゐ
る
。

二
、

生
に
封
す
る
特
殊
宿
命
観

彼
等
は
自

己
の
勢

役
に
如
何

に
努
力

し
た
と
て
其

の
得
ら

る
効
果
は
絶
封

に
な
く
再
び
此

の
就
會

よ
り
脱
れ
出
つ
る
道

の
な

き
を
知

つ
て

い
よ
ー

自
暴
自
棄

の
氣
持
が
募

つ
て
行

く
、
其
庭

に
は
生

に
封
す
る
獄
喜
も
希

ヘ

へ

望
も
計
書
も
な
く

只
諦

め

の
生
活
を
逡

つ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な

い
、

且

つ
彼
等

は
此

の
生
活

に
押
れ
る
に
從

つ
て
反

つ
て
此

の
た

こ

も

ぬ

生
活

に
懐

し
み
と
憧
優
を
持

つ
様

に
な

る
即
ち
た
こ
と
な
れ
ば
何
時

で
も
食

に
あ
り

つ
け
る
そ
し

て
如
何

に
酷
使

さ
れ

や
う
が
只

黙

々
と
し

て
牛

馬

の
如

く
動

い
て
居
れ
ば
事
足
れ

る
と
の
観
念

を
持

し
何
等
自

己
の
榮
役

に
眞
劒
味

を
以

つ
て
努
力
す

る
が
如
き

は
全
然
認

め
得
な

い
。



ヘ

ヘ

ヘ

へ

三
、

反
逆
性

彼
等

が
土

工
部
屋

に
入

る
前
既

に
も
ぐ
り

周
旋

人

に
欺
隔

さ
れ

そ
し

て
嘘
備
と

か
ら
く
り

の
土
工
部
屋

に
監

禁

さ
れ

る
、
彼
等
は
斯
く
監
禁

さ
れ

て
後

の
部
屋
内

の
見
聞

の

一
切
が
虚
實

で
あ
る
事
を
知

つ
て

一
種

の
欺

き

に
樹
す

る
憤

怒
を

も

へ

感
・す
る
、

又
彼
等
は
此

の
呪

は
し

き
存
在
よ
り
脱
れ
出

で
た
と
し

て
も
枇
會

一
般

は
た

こ
を

や

つ
た
と
言

ふ
理
由

で
容
易

に
認
め

て
呉
れ
な

い
且

つ
彼
等
は
多
く
は
無
智

で
あ
り
意
思
が
薄
弱

に
し

て
感
情

の
激

せ
る
ま

玉
で
更

に
自
制
力

が
な

い
。
斯
く

て
彼
等

は
世

を
呪

ひ
生

を
呪

咀
し
諦
め

の
涙

の
後

に
は
世

の
凡

て
に
反
逆

せ
ん
と
企

て
る
檬

に
な
る
。

こ
れ
は
棍
棒

に
依

り
て
彊
制

せ
ら

ぬ

ぬ

る

玉
迄
は
自

己
よ
り
進

ん
で
努
力
す
る
様

な
事

は
如
何

な
る
た
こ
に
も
絶
封

に
な

い
事
や
叉
は
彼
等

の
犯
罪

の
中
土

工
夫

の
喧

嘩

の
美

名

の
下
に
幹
部

と
土
工
夫

の
傷
害

の
最

も
多
き
等

は
其

の
反
逆
性

を
適
切

に
表
は
し

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

ヘ

へ

四
、
刹
那
的
享

樂
性

彼
等

は
夏
は
過
酷

な
勢

役

に
酷
使

さ
れ
冬
は
飢

に
喘
ぐ

ル

ン
ペ

ン
と
な
り

一
生
此

の
た
こ
と
し

て
人

聞

ら
し
き
生
を
漱
喜
す
る
事
は
不
可
能

で
あ
る
と

の
悲

し
き
諦
め

か
ら

一
時
間

で
も
安
樂

に
暮

ら
さ
う

一
分
な
り
と
も
享
樂

を
購

ヘ

ヘ

へ

ほ

ふ
と
彼
等

の
希
望

の

一
切
は
即

ち
こ
れ

で
あ
る
、
故

に
死
を
賭
し

て
も
逃
亡
し
悉
ぐ
り

周
旋

人

の
下
に
二
、
三
日

の
享
樂
を
得

ん
と
す

る
。
斯
く

の
如

き
逃
走
者

の
如
何

に
多

い
か
は
第

三
表

に
示
さ
れ
た
通
り

で
あ
る
。
彼
等
に
は
將
來
も
な
く
未
來
も
な

い

只
其

の

日
ー

を
如
何

に
し

て
苦

難

か
ら
脱
れ

て
邊

る
か
に
腐

心
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
、

そ
し

て
其

の
爲
め

に
は
死
も
敢
て
厭

は

な

い
死
ん

で
し
ま

へ
ば
そ
れ
迄

だ
生
き

て
ゐ
る
闇

だ
け
は

一
分
で
も
遊

ん

で
ゐ
や
う

と
考

へ
て
ゐ
る
。

ヘ

へ

以
上

の
斯
う
し
た
心
理
歌
態

を
所
謂

た

こ
根
性

と
稽
す

る
の
で
あ
る
。
彼
等
た
こ
が
募
集

以
前
素

質

の
悪

か

つ
た
事

は
論
・ず
る

ヘ

ヘ

へ

ぬ

迄

も
な

い
が
併
し
斯

る
性
格

に
追

ひ
込

ま
れ

て
行

く
は
即
ち
前
記
螢
利

募
集
業
者

の
か
ら
く
り
に
初
ま
り
些

少

の
涙
金

の
解
雇

手

當

に
て
追

ひ
出
さ
る

玉
此

の
制
度

の
凡

て

讐
あ
る
。

彼
等
土

工
の
み
な
ら
す

彼
等
管
理

の
任

に
當

る
幹

部
も
亦
特
種
な
性
格

と
心
理
を
有
す

る
、
彼
等
幹

部
は
過
去

凡

て
斯

る
土

工

北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
四
三



北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
四
四

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

生

活
の
過
程
を
経
、

そ
し
て
立
派

に
や
き
を

入
れ
ら
れ
た
典
型
的
た

こ
が
所

謂
親

爺

に
認
め
ら
れ
其

の
地
位
を
得

る
の
が
常
道

で

あ
る
。
故

に
土
工

の
心
理
性
格
を
有
す
る
事

は
當
然

で
あ
る
が
此

に
加

ふ
る
に
術
左

の
性
格
を
有

つ
様

に
な
る
、
即
ち
、

ゐ

へ

第

一
彼
等
は
金
鑓
に
封
し
て
は

一
種
の
鐸
金
盲
者
と
な
る
。
即
ち
た
こ
時
代
は
拘
束
監
禁
を
受
け
生
に
野
し
て
何
等
の
徽
も
望

み
も
な
か
つ
た
に
反
し
幹
部
と
な
り
身
は
自
由
と
な
つ
た
爲
め
金
銭
に
樹
し
て
は
烈
火
も
爾
蹴
せ
ざ
る
麻
痺
症
に
か
玉
る
金
鏡

の

前
に
は
正
義
も
人
道
も
な
け
れ
ば
如
何
な
る
悪
塀
非
道
な
鬼
畜
に
等
し
き
行
爲
を
も
厭
は
ざ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
次
に
彼
等
は

所
謂
親
方
子
分
の
階
級
意
識
が
極
度
に
彊
い
故
に
親
方
の
命
は
死
を
賭
し
て
も
之
を
蓮
奉
す
る
に
反
し
彼
等
哀
れ
な
土
工
を
動
物

覗
し
て
彼
等
の
唯

一
の
勢
働
費
本
た
る
棍
棒
と
柳
鞭
を
逡
憾
な
く
使
用
す
る
。
併
し
彼
等
が
斯
く
す
る
事
は
こ
の
理
由
の
み
な
ら

ヘ

へ

す

た
こ
と
異

な
り
彼
等
聞

の
不
文
律

と
し

て
如
何
な
る
土

工
部
屋

に
行
く

と
も
俸
頭

と
し

て

の
待

遇
と
特

典
が
與

へ
ら
れ
肚
會

に

容
れ
ら
れ
な
く
と
も
充
分
に
ロ
を
糊
す
る
事
が
出
來
る
と
言
ふ
特
種
な
誇
を
持
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
爾

一
般
に
幹
部
ー

棒

頭
よ
り
管
理
人
ま
で
ー

等
は
實
に
非
常
識
頑
迷
に
し
て
勢
働
者
の
み
の
勢
役
を
以
つ
て
其
の
経
費
を
最
少
に
し
最
大
の
利
得
を

獲
得
し
や
う
と
腐
心
し
て
ゐ
る
。
彼
等
に
は
巧
妙
な
る
機
械
力
の
使
用
も
精
巧
な
る
技
術
の
研
究
も
勢
働
者
の
職
業
指
導
も
勢
働

ヘ

へ

施

設
も
斯

る
企
業

の
合

理
的
経
螢
観
念
は
未
塵
も
な
く
只
た
こ
を
如
何

に
し
て
搾
取
す

る
か
を
考
慮
す

る

の
み
で
あ
る
。

へ

も

扱
て
斯
る
悲
惨
な
性
格
を
有
す
る
た
こ
と
頑
迷
固
随
な
幹
部
と
を
以
つ
て
構
成
す
る
た
こ
部
屋
の
改
善
は
先
づ
彼
等
を
斯
く
あ

ら
し
め
る
環
境
の
改
善
を
計
る
と
共
に
敢
て
彼
等
自
身
の
性
格
的
欠
隔
を
補
正
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
只

一
編
の
勢
働
者
取
締

令
や
取
締
規
則
を
以
つ
て
改
善
を
望
む
は
樹
上
に
魚
を
求
む
る
類
で
あ
り
餓
に
泣
く
子
を
只
撫
で
す
か
す
が
如
き
で
あ
ら
う
。
今

鼓
に
取
締
令
申
の
臨
槍
に
つ
い
て
實
歌
を
述
べ
如
何
に
不
徹
底
な
る
か
の
例
誰
を
示
す
な
ら
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

各
地
方
管
轄
警
察
に
於
い
て
月
二
同
の
臨
検
を
行
ふ
事
を
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
果
し
て
先
づ
何
盧
の
土
工
部
屋
に
於
い
て
も
臨



槍

が
行

は
れ
て
ゐ
る
か
。
勿
論
交
通

の
便
よ
き
所

に
て
は
行

は
る

、
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
偏
鄙

で
歩
行

も
困
難

な
山
野

に
張

る
部

屋
等

に
て
は
部
屋
を
81
學
ぐ

る
迄

一
同

の
臨
検
を
行
は
な

か

つ
た
實
例
だ

に
あ
る
。

且

つ
叉
偶

々
臨
槍

に
行

つ
た
所

で
只
表
面
的

に
帳
簿
其

の
他

の
施
設
を

一
瞥

し
御

座
な
り

の
訓
戒
を
與

へ
後

は
酒
肴

に
幹
部
と
談
笑

し
て
録

る
故

に
彼
等
幹

部

の
語

る
所
を
借

る
れ
ば
、
「
警
官

が
來
た

と
て
事
實

な
ん
か
解

る
も

の
か
大
髄
帳
簿
通
り

に
や
つ
て
ゐ

な

い

叉
警
官

の
言

ふ
通

り
に
し

て
ゐ
た
ら

吾
等

は
と

て
も
大
損
を
し

て
や

つ
て
行
か
れ
な

い
だ
か
ら
言
ふ
事

だ
け
は
聞

い
て
ゐ
る
が
實

に
暇
が
と
れ

て
面
倒
で
す

ね
」

と
。

こ
れ
を
見

て
も
如
何

に
其

の
臨
槍

な
る
も

の
が
不
徹
底

な
る
か
よ
く
表
明
さ
れ

て
ゐ
る
で
は
な

い
か
。
叉
最

近

の
新
聞
紙

の
報

す

る
所

に
よ
れ
ば
脱
走
兵

が
八
年
後

に
於

い
て
土

工
部
屋

に
て
判
明
し
た
な
ど
と
言

ふ
事
實

等
を
以

つ
て
し

て
も
臨
槍
を
行

ふ
か
行

は
な

い
か
が
如
實

に
解

る

の
で
あ

る
。

ヘ

ヘ

ヤ

へ

臨

検

の

一
事

に
つ
い
て
も
既

に
然
り

で
あ
る
凡
そ
此

の
嘘
儒

と
欺
隔

と
か
ら
く
り

の
混
成
物

は
其

の
構

成
分
子

の
自
覧

改
善

と

斯

く
あ
ら
し
め
る
環
境

の
改
慶

に
依
ら
な
け
れ
ば
只
表
面
的

に
規
則
を

以

つ
て
そ
れ
も
斯
く
不
徹
底

に
し

て
律
せ

ん
と
す

る
事
は

到
底

不
可
能

な
事

で
あ
る
、
敢

て
人
的
欠
隆
を
指
摘
し

て
畳
醒

を
待

つ
も
所

以
は
蝕

に
あ
る
。

五
、
請
負
制
度

に

つ
い
て

土
工
部
屋
改
善
問
題
に
於
い
て
螢
利
募
集
制
度
の
欠
陥
と
土
工
夫
管
理
人
幹
部
の
人
的
欠
陪
を
述
べ
た
が
併
し
其
の
改
善
す
べ

き
欠
陥
の
根
本
は
即
ち
今
鼓
に
蓮
べ
ん
と
す
る
請
員
制
度
下
の
談
合
金
問
題
、
違
約
金
奨
働
金
問
題
で
あ
ら
う
。

土
工
幹
部
が
凡
ゆ
る
非
難
を

一
身
に
受
け
て
愚
好
ん
で
土
工
を
虐
待
す
る
事
は
な
い
だ
ら
う
そ
れ
に
は
彼
等
を
し
て
彊
制
的
に

過
酷
な
榮
働
を
強
ひ
ね
ば
な
ら
な

い
事
情
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
、
即
ち
彼
等
が
土
工
を
普
通
の
勢
働
條
件
で
働
か
す
時
は
多
大

北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
四
旺



北
海
避
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
四
六

の
損
失
を
蒙
る
、
何
故
な
ら
ば
彼
等
下
請
人
の
請
員
債
格
が
充
分
な
る
賃
銀
拉
び
に
條
件
を
以
つ
て
働
か
す
に
は
絵
り
に
低
廉
な

る
爲
め
で
あ
る
。
何
故
に
斯
く
請
員
便
格
が
低
廉
な
る
か
そ
れ
は
談
合
金
と
し
て
の
搾
取
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
談
合
金

普
通
の
工
事
に
於
い
て
は
談
合
金
は
請
員
落
札
債
格
の

一
割
以
上
三
割
位
の
額
が
談
合
取
り
の
爲
め
に
山
分

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
實
際
落
札
債
格
が
正
確
な
る
工
事
仕
様
見
積
り
に
依
り
て
作
ら
れ
た
る
も
の
な
る
時
は

一
割
以
上
三

割
位
の
損
失
を
蒙
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
併
し
彼
等
は
或
る
場
合
は
自
己
の
損
失
と
し
て
員
澹
す
る
事
は
な
い
と
は
言
は
れ

な
い
が
普
通
に
は
其
の
三
割
天
引
の
上
に
何
分
か
の
自
已
の
利
を
見
積
り
取
つ
て
下
講
員
人
に
請
員
は
し
め
る
斯
く
し
て
数
度
の

請
員
人
の
手
を
経
た
最
後
の
請
員
慣
格
が
最
初
の
請
員
落
札
債
格
の
牛
値
位
に
な
る
事
す
ら
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
不
當
な

便
格
を
以
つ
て
且
つ
叉
彼
等
の
不
合
理
な
経
螢
方
法
を
以
つ
て
し
て
は
勢
働
者
の
み
二
倍

の
過
酷
な
勢
働
を
彊
制
さ
れ
る
の
は
當

然
で
は
な
い
か
蝕
に
賃
銀
不
佛
と
な
り
請
員
金
を
拐
帯
逃
走
せ
る
講
員
人
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
其
慮

で
先
づ
此
の
不
合
理
な
談

合
金
制
度
を
絶
封
に
禁
止
し
た
ら
如
何
な
る
結
果
と
な
る
か
を
見
る
に
、
螢
利
に
敏
き
彼
等
請
員
業
者
等
は
殺
人
的
競
孚
を
以
つ

て
安
債
に
之
を
落
札
せ
ん
と
す
る
で
あ
ら
う
、
そ
れ
は
又
騰
て
土
工
の
過
酷
な
勢
働
と
な
つ
て
現
は
れ
て
來
る
。
勿
論
勢
働
者
の

待
遇
改
善
就
會
の
福
耐
に
露
痒
せ
ら
る
』
國
家
叉
は
地
方
公
共
團
腿
に
於
い
て
は
斯
る
結
果
を
明
ら
か
に
見
得
ら
る
瓦
償
格
を
以

つ
て
落
札
さ
す
事
は
な
か
ら
う
、
け
れ
ど
も

一
般
民
間
事
業
家
は
斯
る
肚
會
的
考
慮
を
有
せ
す
螢
利
本
位
に
最
低
便
格
者
に
落
札

せ
し
め
競
箏
を
激
化
す
る
事
で
あ
ら
う
、
斯
く
て
は
談
合
金
慶
止
の
目
的
は
意
義
を
有
た
な
く
な
る
で
は
な
い
か
。

道
臆
就
會
課
の
嚢
表
に
依
れ
ば
全
道
の
講
員
業
者
総
激
の
四
分
の
三
ま
で
は
請
員
能
力
も
意
志
も
な
い
談
合
取
り
の
輩
で
あ
る

と
、
只
彼
等
は
入
札
當
日
入
札
場
に
出
席
す
る
の
み
に
て
何
百
圓
也
の
金
額
を
せ
し
め
や
う
と
奔
走
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如

き
實
質
的
何
等
其
の
能
力
意
志
を
有
せ
な
い
彼
等
を
何
故
に
加

へ
て
入
札
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
か
。
そ
れ
は
此
の
杜
會
に
於
け
る



確
固

た
る
不
文
律

で
あ
る
。
筆
者

の
憶

ふ
に
之

は
只
軍

に
無
能
力
請
員
人
等

が
徒
ら

に
生

き

て
行

か
ん
と
す
る
彼
等
相

互
的
職
櫨

維
持

の
爲

め
で
あ

る
、
即
ち

一
年
間

に

一
度
乃

至
二
度
凡

ゆ
る
資
金
融
通

の
術
策
を
用

ひ
て
土
木
事
業

を
請
員

ひ
其

の
際

に
進

ん

で
他

の
談
合
取
り
請
員

人

の
介

入
を
許
容

し
以
後

同
様
な
方
法
を
以

つ
て
他
人

の
講
員

の
際

に
介

入
し
で
生

活
を
維
持
し

や
う
と

す
る

の
で
あ

ら
う
。

鼓

に
於

い
て
吾

々
は
何
庭

に
斯

る
請
員

人

の
存
在
を
必
要

と
す
る
事
情

が
認

め
る
事

が
出
來

る
だ

ら
う
か
、
勿
論
飽
く
ま

で
斯

る
談
合
金
其

の
も

の
を
目
的

と
し

て
入

札

に
参

加
せ
ん
と
す

る
輩
を
逐
放

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
若

し

一
歩
譲

つ
て
之
を
嚴
禁
す
る

事

が
不
可
能

と
す
る
な
ら
ば

工
事
を

請
員

は
し
め
る
國
家
叉
は
公
共
團
農

に
於

い
て
充
分
に
彼
等

の
能
力
と
質

と
を
調
査

し
制
限

し
認
可
制
度

を
採
用
し

て
入
札
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ

で
あ

ら
う
。
談
合

金
其

の
も

の
は
違
法

に
非
す

と
す
る
も
斯

る
徒
輩
は
明

か

に
公
序

に
反
す

る
、
併
し
其

の

一
々
の
場
合

に
於

い
て
極
端

に
之
を
調
査

せ
ざ
る
限
り
或

は
陰
密

に
其
れ

が
行

は
れ
る
か
も
知
れ

な

い
、

こ
の
故

に
近
時

請
員

人
を
指
令
し
其

の
能
力
質

に
於

い
て
適
切
な
る
も

の
を
選

び
入
札

せ
し
め
此
等
曖

昧
講
員
人

の
自
然

的
消
滅
を
期
し

て
ゐ
る
。

併

し
叉
此

の
指
名
制
度

に
於

い
て
も
利
椹

屋
が
介
入
す

る
時
は
叉
同

一
な
結
果
を
生
む

に
至

る
で
あ

ら
う
、
故

に
此

の
談
合
金

問
題

に
於

い
て
は
先

づ
此

の
朦
朧
請
員
人

を
逐
放

し
街

ほ
こ
の
工
事

を
請
員

ふ
も

の
も
請
員

は
し
む

る
も
の
も
共

に
枇
會
的

に
各

自

の
使
命

を
自
畳
す

る
を
待

つ
外
は
な

い
。
抑

々
北
海
道

の
請
員
人
は

一
般

に
内

地

に
於
け

る
請
員
人
に
比
し
其

の
質
蛇

に
能
力

に
於

い
て
劣
れ
る
事
は
彼
等
が
内

地
に

て
失
敗

し

一
穫
千
金
を
夢

見
る
下
請
員
人

の
輩

で
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
、
且

つ
彼
等

の
多

く
は
純
輝

に
其

の
講
員

人
と
し

て
の
経
験

だ
に
な

い
も

の
が
あ
る
。
凡

そ
薪
開

地
に
於
け
る
請
員
人

に
し

て
斯

る
素
質
を
有
す

る

も

の

曳
多
き
は
巳
む
を
得

ざ
る
事
な
れ
ど
も
現
北
海
道

と
し

て
は
蝕

に
彼
等

の
大
革
薪

を
必
要

と
す

る
で
は
な
か
ら
う
か
。

北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
四
七



北
海
道
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
四
八

此

の
制
度

と
若

干
趣
を
異

に
す

る
と
難

も
事
業

家

と
榮
働
者

と
の
申
間

に
介

在
し
肇
働
者
を
搾
取
し

つ

」
あ

つ
た
も

の
に
彼

の

満
洲
撫
順
炭
磧

に
於
け

る
支

那
勢
働
者

の
癌

と
さ
れ
幾
多

の
榮
働
者
を
苦

し
め
た
把
頭
制
度

が
あ

つ
た
即
ち
勢
働
者

は
絡

日
攣
聲

を
以

つ
て
牛
馬

の
如
く
駆
使
せ
ら
る
れ
ど
も
其

の
賃
銀

は
中
聞

に
介
在

せ
る
親

方

に
上
前
を

は
ね
ら
れ
搾
取

さ
れ

て
ゐ
た
。
併

し

此

の
制
度

は
斯

る
反
面

に
勢

働
者

を
取
締

り
統
制
を
な
す

に
當

り
勢
働
者

の
不

亭
不
滞
特

に
外
國
資
本
家

と
し

て
の
國
際

的
民
族

的

反
感

を
緩

和
し
得
る
長
所
が
あ

つ
た
。
然

る
に
勢

働
者

を
搾
取

せ
る
の
甚

だ
し
き
も

の
な
り
と

の
理
由

を
以

つ
て
其

の
撤

塵
が

噺
行

さ
れ
た

の
で
あ

る
。
此
れ
を
以

つ
て
之

れ
を
見

る

に
此

の
中
間

に
介

在

せ
る
所
謂
搾
取
的
請
員
人

の
存
在
を
何
塵

に
首
肯
し

得
る
所

が
あ
ら
う
須
く
斯

る
階
級

の
撤

慶
を
期

せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

二
、
違
約
金
奨
働

金

概
し

て
小

工
事

に
於

い
て
行
は

る

玉
も
の
で
あ
る
が
違
約
金

と
は
請
員

ふ
際

に
竣

工
期
限
を
契
約
す

る
其

の
契
約
期
限

に
工
事

を
了

せ
ざ
る
時

に
請
員
債
格

の
中
よ
り
若

干
引
去

ら
れ

る
金
額

で
あ
る
。
之

に
反
し
漿
鋤

金
は
其

の
期

限
前

に
了

せ
る
場
合
贈
與

せ
ら
る

玉
も

の
で
あ
る
。

故

に
下
請

人

に
於

い
て
は
急

工
事

に
封
し

て
は
可
及
的

に
速
か
に
之

を
完
成

し
多
額

の
奨
働
金
を
獲
ら
ん
と
す

る
、

こ
れ

が
爲
め

に
土

工
夫

は
酷

使
を
彊

ぴ
ら
れ

る

の
で
あ

る
。
又

一
方
其

の
工
事

の
方
面

よ

り
見

る
も
完
成

工
事

は
表
面

の
み

に
て
埋
立

て
工
事

の
場
合
な
ど

に
は
其

の
内
部

は
木
柵

を
施
し
其

の
表

面

の
み
を
糊

塗
せ
る
が

如

き
事

は
往

々
見
受
け
ら
れ
る

と
言

ふ
。
故

に
斯

る
違
約
金
奨
働
金
を
絶
封

に
慶
す

べ
き
で
あ

る
。
而

る
時
は
斯
る
欠
陥

も
補

正

せ
ら
れ
且

つ
正
當
な

る
請
員
贋

格
も
見
積

ら
れ
得

る
で
あ
ら
う
。

六
、
結

語

筆
者
が
嘗
つ
て
土
工
部
屋
の
概
略
を
記
述
し
た
結
論
に
凡
て
の
此
の
制
度
下
の
欠
陥
を
矯
正
し
徹
底
的
に
之
を
改
善
す
る
事
を



欲
す
る
な
ら
ば
現
在
の
官
廃
工
事
の
如
く
土
木
事
業

一
切
を
官
螢
に
す
べ
し
と
提
唱
し
た
。
而
る
に
此
の
土
木
事
業
官
螢
論
に
樹

し
て
少
な
か
ら
す
論
難
攻
撃
を
蒙
つ
た
、
今
其
の
批
難
を
槍
討
し
て
見
る
に
、

剛
、
民
業
の
歴
迫

北
海
道
開
拓
の
最
竜
重
大
な
る
根
幹
た
る
土
木
事
業

一
切
を
官
螢
と
な
す
事
は
釜
々
民
業
を
以
つ
て
斯

界
の
稜
展
を
企
圖
す
べ
き
開
拓
標
語
に
逆
行
し
引
い
て
は
諸
種
の
斯
業

の
開
襲
に
多
大
の
支
障
を
來
す
の
非
難
を
受
け
ね
ば
な
ら

ぬ
、
と
σ

も

ヘ

へ

あ

二
、
工
事

の
邊
延

た

こ
使

用

に
依

る
工
事
は
官

廃

工
事

に
比
し
實
際

上
速
か
で
あ
る
、
そ
れ
は
た

こ
監
督

の
任

に
當

る
捧

頭

の
勢
働
統
制

に
依

る
も

の
で
現

に
同

一
工
事
を
同

一
條

件

の
下
に
講
員

は
し

め
其

の
牛
歎

の
日
数

を
以
つ
て
工
事
を
竣

工
し
て

ヘ

へ

ゐ
る
、
勿
論
奨
働
金

や
違
約

金
な
く
し
て
で
あ

る
、
北
海
道

が
僅

々
五
十

ケ
年

に
斯

る
文
化
嚢
達
を
見
た
る
も

こ
の
た

こ
工
事

の

速

か
な
る

に
由
來
す

る

の
で
あ
る
と
。

三
、

工
事
費

の
増

大

上
記

工
事

の
遽

か
な
る

に
俘

つ
て
た
こ
部
屋

の
請
員

工
事

は
共

の
牛
額

の
費

用
を
以

つ
て
竣

工
せ
し

ヘ

へ

む
る
事
が
出
來
る
、
或
者
は
た
こ
の
生
理
上
叉
は
勢
働
組
織
上
能
率
低
下
す
る
事
を
断
定
す
る
が
そ
れ
は
理
論
上
の
問
題
に
し
て

ヘ

へ

實
際
上
に
は
能
率
は
倍
加
し
て
ゐ
る
民
間
事
業
家
が
日
傭
榮
働
者
の
失
業
者
多
き
に
拘
は
ら
す
之
を
雇
傭
す
る
事
な
く
た
こ
部
屋

に
請
員
は
し
む
る
も
工
事
の
遽
か
な
る
の
み
な
ら
す
斯
る
工
事
費
の
關
係
か
ら
で
あ
る
。

等
々
官
螢
論
に
封
し
て
は
種

々
の
批
難
が
加

へ
ら
れ
る
併
し
現
在
の
土
工
部
屋
改
善
に
樹
し
諸
法
令
を
以
つ
て
す
る
も
前
節
に

ヘ

へ

述
べ
た
如
き
不
徹
底
な
る
時
は
只
淺
さ
れ
た
改
善
策
は
彼
等
土
工
部
屋
の
幹
部
た
こ
及
び
請
員
人
の
自
畳
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
だ

へ

も

ら
う
。
而

る
に
前

述

せ
し
如
き
土
工
に
は
今
容
易

に
傳
統

的
た
こ
観
念
を
脱
出
す
る
事

は
至
難

で
あ
ら
う
し
叉
管

理
人
幹

部
等

に

肚
會
政
策
的
公
釜
的
使
命
を
解

し
近
代
的
合

理
的
経
螢
方
針

を
企
書

せ
し
め
ん
と
す

る
も
卑
諺

の

「
馬

の
耳

に
念
佛
」

に
等

し
か

北
海
遣
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
四
九



北
海
遣
土
工
部
屋
改
善
問
題
に
つ
い
て

一
五
〇

ら

う
、

尚
叉
請
員
人
等
も
奮
來

の
悪
弊

に
目
醒
め
業

界
嚢
展

の
活
路

を
自
立
的

に
開
拓
す
る
だ
ら
う
と
期
待

を
か
く

る
事

は
今
直

ち

に
不
可
能

で
あ
ら
う
。
斯
く
観

じ
來
れ
ば
彼
等

の
各

々
が
自

畳
し
自
動
的

に
土
工
部
屋
改
善

に
寄

與
す
る
と
は
到
底
考

へ
ら
れ

な

い
。
蝕

に
於

い
て
斯

か
る
改
善

に
期
待

し
得
る
も

の
と
す
れ
ば

只
徹
底
的
強
制
的
勢
働

者
保
護

法
乃

至
取
締
法
等

の
法
制

の
完

成

と
嚴
重
な
る
官
憲

の
取
締
り

あ
る
の
み

で
あ
る
。
併

し
法
令

に
依
る
改
善
も
亦
早
急

に
豊

む
事

は
不

可
能

と
す
れ
ば
何
盧

に
即

時
改
善
策
が
探
求
し
得
や
う
、
蝕

に
於

い
て
吾
等

は

「
土

工
部
屋
改
善
策

よ
何
塵

へ
行
く
」

と
嘆

ぜ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
斯

く

て
筆
者

が
漸
次
官
螢
事
業

よ
り
民
螢
事
業

に
と
移
向

せ
し
む

べ
き
斯
業

の
目
的

に
逆
行

し
術
且

つ
前
記

の
諸
欠
黙

あ
る
に
拘
ら
す
敢

て
官

螢
論
を
提
唱

せ
る
所
以
は
即

ち

こ
の
非
人
道
的
土

工
部
屋

の
存
在

と
此
れ
よ
り
獲

生
す

る
幾
多

の
批
會
的
害
悪
街
加

ふ
る
に
國
家

や
公
共
團
罷
が

こ
の
害
悪

の
爲
め

に
如
何

に
多
額

の
費
用

と
努
力
と
を
投
じ

つ

玉
あ

る
か
を
顧
慮

し
た

る
が
故

で
あ
る
。

今
や
吾
が
北
海
道

も
第

二
期
拓
殖
計
書
と
共

に
鐵
道
道

路
橋
梁
治
水
港
灘
修
築
等

々
幾
多

の
土
木
事
業

が
存
す

る
の

で
あ
る
、

今

に
し

て
此

の
呪
は
し
き
憂

ふ
べ
き
制
度

の
改
塵
を
断
行
す
る
事

が
な
か

つ
た
な

ら
ば
必
す

や
こ
の
癌

は
北
海
道

に
後
顧

の
憂
を

淺

し
て
行

く

で
あ
ら
う
。
故

に
筆
者

は
明

る
き
健
全

な
る
北
海
道
健
設

の
爲
め

に
敢

て
再

び
提
唱
す

る
、

「
土
木
事
業

一
切
を
官
螢

と
な

し
先

づ
土

工
夫

を
教
養

し
就
會

の
進
展

に
俘

ひ
請
員
業
者

虹

に
土

工
幹

部
等

に
官
廃

土
木
事
業

の

本
來

の
使
命

を
自
畳

せ
し
め
是

と
共

に
灘
會

政
策
的
勢
働
観
念

を
養
成

し
爾
且

つ

一
方

に
合
理
的
経
螢
組
織
を
研
究

す
る
檬

之
を

導

き
而

る
後
官

臆

工
事
を
彼
等
に
移

し
健
全
な

る
斯
業

の
嚢
展
を
期

せ
し
む

べ
し

と
。
(
七
、

一
、
三
〇
)

稿
彪
終
ろ
の
頃
道
騰
杜
會
課
に
て
ぼ
目
下
各
電
に
開
催
さ
れ
つ
」
あ
る
勢
働
者
災
害
扶
助
法
講
智
會
に
於
い
て
直
接
土
米
請
員
業
者
と
懇
談
し
土

工
部
屋
腱
止
の
諒
解
な
得
つ
㌧
あ
る
の
で
近
く
膜
止
な
膨
行
す
る
筈
で
あ
ろ
と
の
報
な
得
表
。
從
來
土
工
部
屋
改
善
に
は
何
等
積
極
的
な
取
締
方
策

が
存
在
し
な
か
つ
六
溝
今
同
漸
く
此
の
報
な
得
れ
、
果
し
て
旗
止
臨
行
溺
可
能
な
り
や
否
や
に
つ
い
て
は
甚
だ
疑
閃
と
す
ろ
所
で
あ
る
溺
從
衆
既
の

塞
が
翠
に
現
在
の
不
徹
底
な
ろ
官
憲
の
取
締
り
に

一
歩
逡
め
た
に
過
ぎ
な
い
程
度
に
止
ま
ろ
も
の
と
し
て
も
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。




